
令 和 ６ 年 第 ２ 回 小 松 市 議 会 定 例 会 質 問 一 覧

（６月18日　１番～７番 ・ ６月19日　８番～11番 ・ ６月20日　12番～16番）
※　６月18日

一括
一問
一答

１．子育て支援について

(1) 改正子ども・子育て支援法について

・「こども誰でも通園制度」の概要について

・「誰でも通園」2026年への対応に懸念はないのか

(2) 育児休業給付金を手取り実質10割引き上げについて

・概要と小松市職員の対応は

２．災害ケースマネジメントについて

(1) 平時からの備えとしての災害ケースマネジメントと地域防

災計画

・災害ケースマネジメントの概要

・平時から被災者支援を整備する仕組みへの取組は

・医療機関や介護施設，福祉施設と連携対応は

(2) 東部地区防災活動拠点施設整備

・ドクターヘリの離着陸場，消防総合訓練場等の施設整備

状況は

３．小松市のメンタルヘルスや高齢者等のＧＰＳ活用について

(1) 小松市のメンタルヘルス事業について

・事業内容について

・ゲートキーパーのサポーター的な役割について

・小松市の心の相談窓口について

(2) 高齢者等の行方不明対策としてのＧＰＳ装着

・小松市の高齢者や障害者等のＧＰＳ装着活用状況と有用

性について

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

1 ○ 片山　瞬次郎
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一括
一問
一答

・ＧＰＳ貸出サービスの周知について

４．小松市の学校教育について

(1) 教育長の思う教育の目的とは

・生き抜く力を養い，自信を持って自身を発揮できるか

・子供たちの力が発揮できるウェルビーイング・教育環境

についての考えは

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

1 ○ 片山　瞬次郎
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令 和 ６ 年 第 ２ 回 小 松 市 議 会 定 例 会 質 問 一 覧

一括
一問
一答

１．国道360号（高規格道路小松白川連絡道路）について

(1) 国道360号のボトルネック解消について

・小松市と白山市の市境区間（三坂隧道周辺）の早期事業

化を求める

(2) 白山麓や白川郷との地域交流について

・白山麓，白川郷などと広域間交流の今後の展望は

２．地区防災計画の作成及び避難所運営について

(1) 地区防災計画の作成について

・地区防災計画の作成するメリットや専門的知識を持った

防災士と連携する具体策は

(2) 避難所運営協議会について

・１月１日の能登半島地震で小松市でも避難所が開設され

たが，改善点と今後の解決策は

・避難所運営協議会に専門的な知識を持った防災士との連

携を行政がどのように行うのか

３．高齢者の社会的つながりの維持と強化について

(1) 閉じこもりのおそれのある高齢者について

・実態把握をしているのか

・社会的なつながりと維持・強化を行っているのか

・関係機関との連携や高齢者の生活状況を定期的にチェッ

クしているのか

(2) 老人福祉センター千松閣の代替え施設検討の進捗状況は

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

2 ○ 村中　洋
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一括
一問
一答

・小松市老人クラブ連合会からの要望書について

・要望書の回答と時期はどのように行うのか

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

2 ○ 村中　洋
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令 和 ６ 年 第 ２ 回 小 松 市 議 会 定 例 会 質 問 一 覧

一括
一問
一答

１．後期高齢者医療被保険者証の廃止について

(1) なぜこの時期に提案されるのか

・どの様な内容か

・後期高齢者の被保険者数とマイナ保険証登録件数につい

て

・資格確認書発行予定数と比率について

(2) 資格確認書は保険証と同じ役割を持つのか

・資格確認書とはどういうものか

・更新は現行保険証と同じ１年間か

・後期高齢者医療制度には短期保険証が発行されているが

資格確認書ではどうなるのか

(3) 保険証廃止は国民皆保険制度の崩壊につながると思う

・これまで「いつでも，誰でも，どこでも」保険証１枚で

医療にかかることができた国民皆保険制度を根底から揺

るがすもの

２．市内の小河川におけるＰＦＯＳ等の水質検査について

(1) 有機フッ素化合物（ＰＦＯＳ・ＰＦＯＡ）とはどのような

ものと考えるのか

・特性について

・健康被害の指摘について

(2) 市内５か所で検査された結果について

・どのような基準で場所の選定をされたのか

・検査結果についてどう考えているのか

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

3 ○ 橋本　米子

- 5 -



一括
一問
一答

(3) 今後の継続調査について

・小松基地周辺の井戸水の利用状況の把握について

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

3 ○ 橋本　米子
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令 和 ６ 年 第 ２ 回 小 松 市 議 会 定 例 会 質 問 一 覧

一括
一問
一答

１．学校教育について

(1) 新教育長の教育に対する姿勢

・考え・思いは

(2) 体育の取組について

・中学部活動の地域移行について

・全中９競技の取りやめについて

２．小松市公会堂条例廃止に関連して

・既存施設の解体に向けた調査について

・他の公共施設に地震の影響はなかったのか

・宮本三郎先生の壁画の取扱いは

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

4 ○ 高野　哲郎
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令 和 ６ 年 第 ２ 回 小 松 市 議 会 定 例 会 質 問 一 覧

一括
一問
一答

１．小松南部地区のスポーツ拠点の充実について

(1) こまつドームのアリーナの今後の活用策について

・本市のスポーツ施設の利用状況は

・再度プロポーザルに対する本市の考えは

(2) こまつドームの屋外施設の活用について

・熊対策について

・天然芝の広場の手入れについて

・ドリームピッチの照明のＬＥＤ化について

２．令和６年能登半島地震からの復旧・復興に向けて

・二次避難や自主避難をされている広域避難者への支援に

ついて

・災害ボランティアバスの運行について

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

5 ○ 岡山　晃宏
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令 和 ６ 年 第 ２ 回 小 松 市 議 会 定 例 会 質 問 一 覧

一括
一問
一答

１．有機給食への展開について

(1) 有機給食を取り巻く状況について

・有機給食推進の取組状況は

・学校の除草剤使用状況は

・食育に対する考えは

・有機給食に対する考えは

(2) 有機給食展開の課題について

・有機農産物の生産状況は

・「みどりの食料システム戦略」の取組状況は

・「農業復活プロジェクト」の取組状況は

・有機農業拡大に対する考えは

２．複雑化する消火活動について

(1) 太陽光発電システム火災について

・発生状況と推移は

・消火活動における注意点及び資機材は

・消防職員及び消防団員への教育は

(2) 電気自動車車両火災について

・発生状況と推移は

・消火活動における注意点及び資機材は

・消防職員及び消防団員への教育は

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

6 ○ 深田　博智
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令 和 ６ 年 第 ２ 回 小 松 市 議 会 定 例 会 質 問 一 覧

一括
一問
一答

１．こども大綱が目指す「こどもまんなか社会」について

(1)  子供たちの希望に応え，その意欲と能力を伸ばす教育とは

・不登校の児童・生徒数の推移

・教育格差，体験格差について

(2) コミュニティ・スクールについて

・コミュニティ・スクールの内容と現状について

・今後の進め方について

２．放課後児童健全育成事業について

(1) 放課後児童クラブの充実について

・児童全体数のどれくらいの児童が利用しているのか，ま

たその推移について

・放課後児童クラブの施設基準と本市における地域のニー

ズに応じた運用状況について

３．小松市民ギャラリー「ルフレ」の解体について

(1) 今後の見通しについて

・代替えの展示施設の検討は

・令和６年度中に予約が入っていた団体への対応について

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

7 ○ 斎藤　和美
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令 和 ６ 年 第 ２ 回 小 松 市 議 会 定 例 会 質 問 一 覧

※　６月19日

一括
一問
一答

１．小松市のさらなる向上と発展にむけて，これからを考える

(1) 北陸新幹線小松駅開業後の現状と今後の取組

・小松駅周辺のにぎわいはどう変わったか

・小松市へのお客様の入り込み状況は

・小松空港の利用状況に変化はあったか

・スポーツ大会の誘致

・新幹線駅と空港は小松市の発展の要。どう発展させてい

くのか

(2) 小松市の今後の人口動向について

・今後の変化，予想をどう見ているか

(3) 小松空港インターチェンジの必要性

・空港前の産業団地用地が完売し，今後はアリーナ建設が

予定されている。今，決断を

(4) 山本新教育長に問う

・ずばり，小学校の少人数30人学級について

・公立学校の体育館には空調設備が必要

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

8 ○ 川崎　順次
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令 和 ６ 年 第 ２ 回 小 松 市 議 会 定 例 会 質 問 一 覧

一括
一問
一答

１．新産業団地計画について

(1) 向本折地区，串地区の２か所について

・両地区合わせて100ヘクタール規模であるが，具体的な場

所は

・この地区に決まった要因は

・両地区とも農振農用地（青地）である。地元や関係者へ

の説明は

・向本折地区は５年を目途に完成とあるが

(2) 今後について

・今後の企業誘致ビジョンは

２．内水の被害軽減対策及び災害復旧について

(1) 令和４年８月豪雨からの対策工事について

・石橋川の導水路と遊水地の計画の概要と効果，工事のス

ケジュールは

(2) 九龍橋川沿線の内水対策及び災害復旧工事について

・復旧の手順，工事内容，スケジュールについて

３．小松市民センター駐車場の課題について

(1) 駐車場の利用制限の状況について

・駐車場問題の検討状況について

・駐車可能台数と利用状況，ニーズは

(2) 多目的広場，テニスコートの利用状況

・こまつドームグラウンドと小松運動公園１面当たりの年

間利用状況を踏まえ，駐車場として利用しては

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

9 ○ 灰田　昌典
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一括
一問
一答

・駐車場の拡張をぜひ検討すべき

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

9 ○ 灰田　昌典

- 13 -



令 和 ６ 年 第 ２ 回 小 松 市 議 会 定 例 会 質 問 一 覧

一括
一問
一答

１．地域公共交通計画について

(1) 地域公共交通計画について

・北陸新幹線小松駅開業，自動運転バス，ライドシェア等

の新しい状況変化に対応した計画の見直し

・市民目線からの移動困難者対策について

２．道路整備（道路の安全性向上）について

(1) 生活道路の安全対策について

・道路のメンテナンスについて

・自動車走行の安全性について

・消雪装置について

３．北陸新幹線小松駅開業後のにぎわいづくりについて

(1) 花のまちづくり推進事業について

・第30回全国花のまちづくり小松大会の成果について

・今後の花のまちづくり推進事業の展開について

(2) 日本こども歌舞伎まつりin小松について

・これまでの経緯について

・開催回数を重ねることによる成果と課題について

・今後の方向性について

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

10 ○ 中西　肇
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令 和 ６ 年 第 ２ 回 小 松 市 議 会 定 例 会 質 問 一 覧

一括
一問
一答

１．災害級の暑さに対する備え

(1) 指定暑熱避難施設（クーリングシェルター）について

・クールシェアスポットからの移行について

・関係機関との情報共有と公共施設，民間施設の活用につ

いて

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

11 ○ 梅田　利和
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令 和 ６ 年 第 ２ 回 小 松 市 議 会 定 例 会 質 問 一 覧

※　６月20日

一括
一問
一答

１．小松市ライドシェアｉ－Ｃｈａｎについて

(1) サービスの現状と課題

・利用状況

・ドライバーの確保と課題

・市職員ドライバーについて

・アプリの周知方法

(2) 今後の展望

・開発予定のシステムについて

・システムが実現する新たな機能

２．2040年の未来に向けて

(1) ＤＸ人材確保・育成

・ホームページリニューアル後のページ障害

・電子申請サービスなどのＤＸツールの活用

・標準準拠システムを受け入れるための準備

・デジタル人材確保育成の方針

・デジタル化社会に適合できる教育モデル

(2) 外国人居住者との交流

・今後の展望と課題

・地区ごとにできること

・交流のきっかけ作りとなる催し物

(3) 小松市の地域公共交通

・2040年に向けた課題

・新しいモビリティ，自走式都市型ロープウェイ

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

12 ○ 吉柴　文悟
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令 和 ６ 年 第 ２ 回 小 松 市 議 会 定 例 会 質 問 一 覧

一括
一問
一答

１．第一小学校体育館の増設と第一地区体育館の新設について

(1) 第一小学校の体育館の状況

・築年数及び面積など

・学級数及び年間の体育の時数など

・児童数の増加，他の市内小学校の児童数との比較など

(2) 屋内運動場に関する各種基準及び増築の必要性について

・現場から聞こえてくる声や，調査の実施などは

・義務教育諸学校等の施設費の国庫負担等に関する法律の

規定

・費用，公立学校施設整備費負担金などの活用

・他の自治体の取組など

(3) 地区体育館を建設し，学校教育活動を補完，及び問題の根

幹の探求

・第一小学校体育館の地域開放の利用状況

・地区体育館と中学校校下，中学校の部活の地域移行との

関係

・公共施設マネジメントの観点からの地区体育館の在り方

・地元の理解，用地の確保

・校区の再編

２．市内循環線南コースのルート及びバス停の再編，更新につ

いて

(1) ルート及びバス停の更新の必要性

・すでに施設が無くなったにも関わらず名称がそのまま使

われていること

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

13 ○ 木村　賢治
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一括
一問
一答

・東西南北，中など，実際と異なる方角や場所の名称が付

き混乱があること

・利用者の利便性向上のために調査及び変更の提案

・共創・ＭａａＳ実証プロジェクトモビリティ人材育成事

業894万円

３．能登を応援するためのイベントの開催について

(1) 能登を支援するための取組と今後

・これまで開催してきた復興支援のイベント

・今後の朝市などの民間によるイベントに対する市の姿勢

や応援

・にぎわい創出のためのフレームワークの提案

４．こども預かりサービスステーションとこどもの居場所づく

り

(1) こども預かりサービスステーションの進捗について

・業者の選定状況

・準備スケジュールとサービス開始日

・財源及び国からの補助，利用料設定の根拠

・子供たちの安全確保と利用者数の見込みと予測を下回っ

た場合の対策

(2) こどもの居場所づくり支援費550万円

・こども家庭センターが所管であるが，他部署・センター

との連携は

・駅周辺とあるがどのような場所や施設を想定しているか

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

13 ○ 木村　賢治
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令 和 ６ 年 第 ２ 回 小 松 市 議 会 定 例 会 質 問 一 覧

一括
一問
一答

１．災害時の市職員の対応と待遇について

・対応について

・待遇について

２．教育行政について

(1) 新教育長就任について

・重点施策などについて

・今後について

(2) 教科書採択について

・選定委員会の公開について

・教育委員会議の傍聴について

３．中小企業・小規模企業振興基本条例について

・条例の意義などについて

・今後について

４．子育て支援について

・保育料について

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

14 ○ 木下　裕介
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令 和 ６ 年 第 ２ 回 小 松 市 議 会 定 例 会 質 問 一 覧

一括
一問
一答

１．地域公共交通再構築費（236,500千円）について

(1) 現状・課題

・2024年問題

・利用者減

・行政の負担増

(2) 持続可能な交通体系への再構築

・小松市ライドシェアの活用

・行政の役割

・一元管理システム

・ＭａａＳ

２．小松市中小企業・小規模企業振興基本条例について

(1) 現状・課題

・目的

・今の問題点

(2) 今後について

・責務と役割

・地域の協力

３．熱中症予防対策について

(1) 指定暑熱避難施設

・開設基準

・時間と場所

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

15 ○ 濵口　淳也

- 20 -



一括
一問
一答

４．中学校教科書採択について

(1) 教科書展示会

・開催場所と日時

・意見の集約

・その後について

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

15 ○ 濵口　淳也
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令 和 ６ 年 第 ２ 回 小 松 市 議 会 定 例 会 質 問 一 覧

一括
一問
一答

１．地域経済活性化対策基金積立金(188,200千円)について

(1) 基金の詳細について

・基金の目的は

・積立の財源は

・基金残高のこれまでの推移は

(2) 企業立地に対する支援制度について

・内容は

・実績は

・今後の見通しは

(3) 今後の基金動向について

・基金積立の予測は

・企業誘致の目標は

２．下水道事業災害復旧費(1,476,400千円)について

(1) 被災の状況について

・災害箇所は

・多発地帯は

・被害の種類と応急箇所は

(2) 予算の詳細について

・予算の内訳は

・交付金の額は

(3) 今後の対策と更新，延長について

・耐震化計画は

・老朽化による更新計画は

・新規設置計画の範囲は

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

16 ○ 吉村　範明
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